
平成 13年 10月６日 

第４回芹川川づくり会議「フォーラム」 
 
 
１．プログラム 
 
 
 
 

日時：平成１３年１０月６日（土）午後１時３０分～５時 
場所：多賀町中央公民館２Ｆ大ホール 
 
 
■ 開 会 
 
■ 芹川川づくり会議の意見集約 
     芹川川づくり会議の経緯 
     「意見の樹（案）」の作成状況 
     代表委員の選出結果の報告 
 
■ ダム問題に関する「フォーラム」について 
     「フォーラム」の開催趣旨 
     「フォーラム」の運営方法 
 
■ 「芹川河川整備計画（案）のダム問題」フォーラム 
 
■    （ 休  憩 ） 
 
■ 「フォーラム」のまとめ 
      「意見の樹（案）」への反映として 
 
■ 挨 拶 
 
■ 閉 会 

第４回芹川川づくり会議「フォーラム」 



２．芹川川づくり会議の経緯 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

芹川河川整備計画（案）公開説明会 
■５月１３日（日）午後１時３０分～ 
■多賀町中央公民館２Ｆ大ホール 
■参加者： 

（川づくり会議の参加者募集） 

第１回芹川川づくり会議 

第２回芹川川づくり会議 

（ワークショップ） 

第３回芹川川づくり会議 

■6月 24日（日）午後１時３０分～ 
■多賀町中央公民館２Ｆ大ホール 
■参加者： 

運営選出（第１回運営委員会） 

（現地視察） 

第２回運営委員会（７月１日（日））

■７月 15日（日）午後１時３０分～ 
■芹川現場（彦根市役所） 
■参加者： 

第３回運営委員会（８月７日（火））

（ワークショップ） 

■８月 26日（日）午後１時～ 
■多賀町中央公民館２Ｆ大ホール 
■参加者： 

第４回芹川川づくり会議 

第４回運営委員会（９月 25日（火））

■10月６日（土）午後１時 30分～ 
■多賀町中央公民館２Ｆ大ホール 
■参加者： 

【今後の予定】 

淡海の川づくり検討会委員会・芹川部会（10月 18日（木））

第５回運営委員会（10月 11日（火））

第５回芹川川づくり会議 

（フォーラム） 

毎回報告（郵便など）

臨時の運営委員会 

部会の今後の開催予定は未定 



３．「意見の樹（案）」の作成状況 
        別 紙 
 
４．代表委員の選出結果 

○「淡海の川づくり会議 芹川部会」への参加：１０月１８日（木） 
  【多賀町】  土田 一善、  野村 吉晴 
  【彦根市】  松尾 則長、  橘 哲也   （順不同、敬称略） 
○役割：「芹川川づくり会議」へ「住民意見」を報告します。個人の意見で

はなく「会議」の意見を優先して頂きますが、求められた場合など「個

人意見」と断って述べて頂く必要もあると思います。 
○事前の打ち合わせは、運営委員会をその都度開催して協議・確認します。 

  ○事後報告では、途中経過は文書を郵送し、最終段階で第５回芹川川づく

り会議を開催する予定です。 
 
５．フォーラムの開催趣旨 
 
  「芹川川づくり会議」の目的であった住民意見の集約は「意見の樹（案）」

の整理によって原案ができつつあります。しかし、ダム問題を中心に十分な

話し合いが十分とは言えません。このため第 4 回芹川川づくり会議では、も
う一度意見集約の過程へ戻って、ダム問題の集中的な意見交換を行いたと思

います。 
  意見交換は、フォーラム形式で行ない、ダム問題に関して様々な角度から

の討論します。しかし、その目的は意見交換であり、一方的な主張や説得・

感情的対立の場にはしません。このため主催者である行政とともに、参加者

の皆さんへもフォーラムの趣旨を理解した対応を求め、有意義な討論の場に

することを呼びかけます。 
 
 

○参加者には、ダム賛成・反対の意見がある。芹川河川整備計画ではダム

建設が前提であるが、第一に「賛成・反対」両者の考え方の構図を相互

に（構造的に）明らかにし、確認をしましょう。 
 
 
 
 
 

【意見の構図】 

■賛成 
・最適な治水案としてダムに同意 
・地元事情への共感 
・事業経緯を尊重 

■反対 
・水没による自然・社会環境の損失

・ダム建設への逆風 
・低い治水安全度の受容 



 
○賛成・反対が相互理解を深めるためには、さらに双方の論理や意見の構

図の背景となる価値観について幅広く交換し合う必要があります。 
○この過程で、ダム計画についての行政側の説明責任が十分に発揮される

必要があります。 
 
 
 
 
 

 
 
 
６．フォーラムの運営方法 
 

①ルールの確認： 発言に関するルールを確認します。 
 
発言時間１人２分とします。時計係りが、あと１分、あと３０秒、終わ

りのカードを提示します。時間を厳守して下さい。 
     多くの意見を述べたい人は、何回に分けて発言してください。 
     発言メモを作って効率良く発言されることをお勧めします。 
 
発言内容は記録・公開されます。速記によって発言内容が記録され、後

日に公開請求があれば速記録は公開されます。 
     発言された内容は、所属する組織・団体などの公式見解とは

せず、あくまで発言された方の個人的意見として扱います。 
 
意見交換の内容を確認しながら進めます。「フォーラムの課題」にしたが

って議事を進行しますが、同時に皆さんと内容確認をしながら進めてい

きます。 
     途中の要所々々で、意見交換の確認を行います。前で運営委

員の方からキーワードや内容の関係を模造紙に書いてもらい

ます。その内容で、意見交換の展開状況を確認していきます。 
 

②意見交換の目的： 「意見の樹（案）」の確認・充実を目的としますが、

ダム問題の消化不良の解消を最大の目的とします。 

■第４回運営委員会でフォーラム運営に当たって、次の点について明らかに

することが、ダム問題への共通認識のために必要であることが確認されま

した。 

ダム必要の直接的な理由 ダムの事業経緯 
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芹川流域における過去の主要な洪水芹川流域における過去の主要な洪水

芹川流域における過去の主要な洪水について、起因と芹川流域における過去の主要な洪水について、起因と

なる降雨の諸元は以下のとおりである。なる降雨の諸元は以下のとおりである。

洪水名 発生年月 2時間雨量 日雨量 全雨量 確率評価
旭橋地点
推定流量

明治２９年９月 M29.9.6～9.8 106.3 575.40 771.30 1/300年 －
5313（台風13号) S28.9.24～9.25 62.59 179.53 252.47 1/9年 410ﾄﾝ
5907（台風７号） S34.8.12～8.13 66.54 206.71 361.70 1/10年 340ﾄﾝ
6524（台風24号） S40.9.16～9.17 56.83 192.25 446.01 1/10年 360ﾄﾝ
7220（台風20号） S47.9.16～9.17 84.82 256.13 263.00 1/20年 520ﾄﾝ
台風19号 H2.9.19～9.20 111.46 299.49 303.26 1/35年 660ﾄﾝ

※１ 確率評価は日雨量によるもの

※２ 推定流量は計算によるもの

最近の各地の著名洪水最近の各地の著名洪水

発生場所 発生年月 日雨量 全雨量

長野県 H7.7 256mm 400mm
福島県 H10.8 305mm 687mm
栃木県 H10.8 607mm 1,254mm
高知県 H10.9 623mm 959mm
岡山県 H10.10 191mm 220mm
愛知県 H12.9 428mm 562mm

H12.9H12.9 愛知県愛知県 浸水状況浸水状況

※※ 芹川における計画降雨（１００年に１度の大雨）⇒芹川における計画降雨（１００年に１度の大雨）⇒日雨量４０３日雨量４０３mmmm

H10.9H10.9 高知県高知県 浸水状況浸水状況
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計画規模計画規模 １／１００年の理由１／１００年の理由

芹川の治水計画については、計画規模を１／１００年とし芹川の治水計画については、計画規模を１／１００年とし
ている。近傍の犬上川と同じ計画規模である。ている。近傍の犬上川と同じ計画規模である。
これは、これは、想定氾濫区域内において人口と資産が高度に集中想定氾濫区域内において人口と資産が高度に集中

していることによる．していることによる．

計画規模の判断因子計画規模の判断因子
１．河川の規模１．河川の規模
流域面積：６５平方ｷﾛﾒｰﾄﾙ流域面積：６５平方ｷﾛﾒｰﾄﾙ
計画流量（基本高水）：毎秒計画流量（基本高水）：毎秒10701070ﾄﾝﾄﾝ

２．想定氾濫区域の規模２．想定氾濫区域の規模
氾濫区域内人口：約７万人氾濫区域内人口：約７万人
氾濫区域内資産：１兆４千億円氾濫区域内資産：１兆４千億円
氾濫面積：氾濫面積： 約３０約３０kmkm22

当面の目標当面の目標

計画規模１／１００年に対し、計画規模１／１００年に対し、当面の芹川の治水整備目標は１／５０年当面の芹川の治水整備目標は１／５０年とと

する。これは、戦後の既往最大出水となった平成２年９月の台風する。これは、戦後の既往最大出水となった平成２年９月の台風1919号の洪水号の洪水

を安全に流下させる規模である。下流においては堤防と護岸、及び現況の自を安全に流下させる規模である。下流においては堤防と護岸、及び現況の自

然環境を守るため、河床の掘削を行わず、ダムによる洪水調節を行う。然環境を守るため、河床の掘削を行わず、ダムによる洪水調節を行う。

ただし、将来、本河川整備計画の計画規模を超える洪水が発生した場合にただし、将来、本河川整備計画の計画規模を超える洪水が発生した場合に

は、１／１００年対応の計画への河川整備計画の変更を提案する。は、１／１００年対応の計画への河川整備計画の変更を提案する。




